
○１章 正の数・負の数Ⅰ 学習日 月 日

加法

年 組 番 名前

● 例 題 ●

次の計算をしなさい。

●同じ符号の２つの数の和

（１）(＋５)＋(＋４)

＝＋(５＋４)

＝＋９

（２）(－７)＋(－６)

＝－(７＋６)

＝－１３

●異なる符号の２つの数の和

（３）(＋６)＋(－８)

＝－(８－６)

＝－２

（４）(－４)＋(＋９)

＝＋(９－４)

＝＋５

●同じ符号の２つの数の和

問１ 次の計算をしなさい。

（１）(＋２)＋(＋３)

＝＋(２＋３)

＝＋５

答．＋５

（２）(＋４)＋(＋６)

＝＋(４＋６)

＝＋１０

答．＋１０

（３）(－３)＋(－５)

＝－(３＋５)

＝－８

答．－８

（４）(－４)＋(－８)

＝－(４＋８)

＝－１２

答．－１２

●異なる符号の２つの数の和

問２ 次の計算をしなさい。

（１）(＋４)＋(－９)

＝－(９－４)

＝－５

答．－５

（２）(－６)＋(＋２)

＝－(６－２)

＝－４

答．－４

（３）(－６)＋(＋８)

＝＋(８－６)

＝＋２

答．＋２

（４）(＋７)＋(－４)

＝＋(７－４)

＝＋３

答．＋３

●問１と問２のＭＩＸしたタイプ

問３ 次の計算をしなさい。

（１）(＋１)＋(＋５)

＝＋(１＋５)

＝＋６

答．＋６

（２）(－５)＋(＋２)

＝－(５－２)

＝－３

答．－３

（３）(－４)＋(－９)

＝－(４＋９)

＝－１３

答．－１３

（４）(＋７)＋(－２)

＝＋(７－２)

＝＋５

答．＋５

（５）(－８)＋(－９)

＝－(８＋９)

＝－１７

答．－１７

（６）(－７)＋(＋７)

＝＋(７－７)

＝０

答．０

同符号の２数の

和は、２数の絶

対値の和に２数

の共通の符号を

つける

異符号の２数の

和は、２数の絶

対値の大きい方

から小さい方を

ひいた差に、絶

対値の大きい方

の符号をつける


